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WWFについて

“Living in harmony with nature”
「人と自然が調和した未来」を目指すため、

・世界の生物多様性を守る
・再生可能な自然資源の持続的活用を推進
・環境汚染と浪費消費の削減

に取り組み、世界100か国以上で活動する
国際自然保護団体です。

野生生物を守る森・海を守る持続可能な資源利用 地球温暖化を防ぐ
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Go a l 1

1971年に活動を開始したWWFジャパンは、2030年、さらにその先の未来に
向けたネイチャーポジティブと脱炭素の2つの⼤きなゴールを掲げています。

2030年 ⽣物多様性の回復 2050年 脱炭素社会の実現

世界の生物多様性を回復させる。
2030年までに生物多様性の劣化を回復に向かわせる

2050年までに、世界の⼆酸化炭素の排出ゼロを実現
そのため、2030年までに、日本の温室効果ガスの排出量を50%削減

温室効果ガス排出量の削減シナリオ

Go a l 2

© 2023 WWF Japan
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WWFジャパンが⽬指すこと



自然関連情報開示の重要性

TNFDの目的：
ネイチャーポジティブに向けて資金の流れを変える
ための情報開示フレームの提供

昆明・モントリオール生物多様性枠組(GBF) ターゲット15:

生物多様性への負の影響を徐々に低減し、正の影響を増やし、事業者（ビジネス）及び金融 機関への生物多様性関連リスクを減らすとともに、持
続可能な生産パターンを確保するた めの行動を推進するために、事業者（ビジネス）に対し以下の事項を奨励して実施できるよ うにし、特に⼤
企業や多国籍企業、金融機関については確実に行わせるために、法律上、行 政上又は政策上の措置を講じる。

(a) 生物多様性に係るリスク、生物多様性への依存及び影響を定期的にモニ
タリングし、評価し、透明性をもって開示すること、これをすべての⼤企業
及び多国籍企業、金融機関については要求などを通じ、事業活動、サプライ
チェーン、バリューチェーン及びポートフォリオにわたって実施する

(b) 持続可能な消費パターンを推進するために消費者に必要な情報を提供する
(c) 該当する場合は、アクセスと利益配分の規則や措置の遵守状況について報告する



4つの柱

14の推奨開示項目

TNFD開示の内容:

TNFDの開示推奨内容
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グローバル中核指標：
測定指標とターゲット A、 自然に対する依存とインパクトの開示に際して以下を
コンプライ・オア・エクスプレインベースで報告すること

1.陸/淡水/海洋利用の変化
1.0 総空間フットプリント
1.1 陸/淡水/海洋の利用変化の範囲

2.汚染/汚染除去
2.0 土壌に放出された汚染物質の種類別総量
2.1 廃水排出
2.2 廃棄物の発生と処理
2.3 プラスチック汚染
2.4 GHG以外の⼤気汚染物質量

3.資源の使用/資源補充
3.0 水不足地域からの取水量と消費量
3.1 陸/海洋/淡水から調達された、リスクの高い天然コモディティ量

依存とインパクトに関連するグローバル中核指標



4つの柱

14の推奨開示項目

TNFD 開示の内容:

TNFDの開示推奨内容



TNFDにおける場所の重要性

「場所」に注目した依存とインパクトの分析
自然の特徴、重要性は場所ごとに⼤きく異なるため「自社事業」と「自然」との
接点どこにあるかが⼤事 (＝トレーサビリティの確保)

◼ 依存：どのような自然環境に、自社ビジネ
スが依存しているか

(例：淡水の利用、土地の利用、生態系の利用)

◼ インパクト：直接操業・バリューチェーン
を含む自社事業は自然にどのような影響を
及ぼすか

(例：地下水の枯渇、森林破壊、希少種の減少)

Copyright Credit: © Jürgen Freund / WWF
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TNFDにおける認証の扱い

認証制度：
一定のサステナビリティー基準を満たしたコモディティを認証する制度

(例)
FSC (Forest Stewardship Council) : 林産物に関する認証
ASC (Aquaculture Stewardship Council)：水産養殖に関する認証
RSPO (Roundtable on Sustainable Palm Oil)：パーム油に関する認証

3.1陸／海洋／淡水から調達する高リスク天然一次産品の量
高リスク天然一次産品の量 (トン)陸／海洋／淡水から調達されたものを種類別に分け、
天然一次産品全体に占める割合を含む。
高リスク天然一次産品の量 (トン)持続可能な管理計画または認証プログラムのもとで
調達されたもの。高リスク天然一次産品全体に占める割合を含む

認証の利用（調達量）はグローバル中核指標のC3.1で開示
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TNFDにおける認証プログラムの扱い

• 認証の特徴を正確にとらえることはTNFD開示の
インパクト分析の一助

• 認証制度はそれぞれ担保できる内容が異なり、
認証の利用は一概にTNFDのインパクト分析を代
替できるものではない

• TNFD開示では場所を特定したうえで「依存」
「インパクト」「リスク」「機会」の分析が重要

© Yusuke Koike/WWF ジャパン



ありがとうございました。
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WWFジャパン金融グループ

小池祐輔

Yusuke.koike@wwf.or.jp

「本資料の無断転載を禁じます」

mailto:hashimoto@wwf.or.jp
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参考資料 (グローバル中核指標)

参照：自然関連財務情報開示-タスクフォースの提言_2023
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参考資料 (グローバル中核指標)

参照：自然関連財務情報開示-タスクフォースの提言_2023
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